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ニュージーランド法における環境権と先住民の権利
―モトゥヌイ・ワイタラ請求報告（Wai 6）を中心に―

玉　井　　　昇

Environmental Rights and Indigenous Rights under New Zealand Laws
―Focusing on the Motunui-Waitara Claim (Wai 6)―

Noboru TAMAI

Summary

　　Nowadays, environmental issues are increasing globally and then a concept of 

“environmental rights” has emerged from a standpoint of human rights. In turn, “indigenous 

rights” are also argued as a relatively new human right and are gaining some recognition as a 

result of repeated references on international instruments. However, these rights have not been 

acknowledged as rights under infl exible positive laws and are still in the process of generation. 

Meanwhile, there are the cases in New Zealand which can have some consequences to 

environmental rights and indigenous rights under the environmental laws on resource 

management. The laws defined respective for the traditional Maori views on nature, 

“Kaitiakitanga,” which allowed Maori to enjoy the indigenous rights to conservation of their 

environment. These environmental policies of New Zealand, which stem positively from the 

indigenous perspectives and are also based on harmonization between nature and human beings, 

deeply identify with the concept of “sustainable development.”
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ニュージーランド法における環境権と先住民の権利

ニ
ュ
ー
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ー
ラ
ン
ド
法
に
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環
境
権
と
先
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民
の
権
利

│ 

モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
報
告
（W
ai 6

）
を
中
心
に 

│
玉　

井　
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西　

沢　

淳　

男

要　

旨

　

環
境
問
題
が
地
球
規
模
化
す
る
現
在
、人
権
論
の
観
点
か
ら
も
「
環
境
に
対
す
る
権
利
」
と
い
う
概
念
が
登
場
し
て
き
て
い
る
。
他
方
で
、

「
先
住
民
の
権
利
」
も
比
較
的
新
し
い
人
権
と
し
て
活
発
に
論
議
さ
れ
て
お
り
、
国
際
文
書
の
中
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
き
た
結
果
、
一

定
の
認
知
を
受
け
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
未
だ
確
固
た
る
実
定
法
上
の
権
利
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
生

成
途
上
の
権
利
に
止
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
資
源
管
理
に
関
す
る
環
境
法
の
中
で
、
環
境
権
と
先
住
民
の
権
利

に
つ
い
て
一
定
の
帰
結
を
導
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
同
法
は
、
環
境
政
策
の
決
定
に
際
し
、
先
住
民
マ
オ

リ
の
伝
統
的
な
自
然
観
「
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
」
へ
の
配
慮
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
マ
オ
リ
た
ち
は
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
の
保
全
に
対
し
、
先
住
民
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
先
住
民
の
観
点
か
ら
提
起
さ
れ
た
自
然
と
人
間
の
調
和

に
基
づ
く
同
国
の
環
境
政
策
は
、
い
わ
ゆ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
」
概
念
に
も
強
く
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
環
境
権
、
先
住
民
の
権
利
、
環
境
政
策
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
オ
リ
の
自
然
観
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一
、
は
じ
め
に―

問
題
の
所
在

　

今
日
の
地
球
環
境
問
題
は
、
現
代
国
際
社
会
が
直
面
し
た
主
要
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
国
連
を
は
じ
め
様
々
な
国
際
諸
会
議
の
中
で
地
球
規
模
で
の
対
応

が
検
討
さ
れ
て
久
し
い
。
さ
ら
に
、
国
家
間
の
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
別
の
次

元
で
、
近
年
で
は
人
権
論
の
観
点
か
ら
も
論
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
環

境
権
と
い
う
概
念
も
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
国
際
法
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け

る
「
環
境
に
対
す
る
権
利
（the right to environm

ent

）」
は
、
一
九
七
二
年

の
国
連
人
間
環
境
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
人
間
環
境
宣
言
の
中
で
、「
良
好

な
環
境
の
享
受
は
市
民
の
権
利
」
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。
同
権
利
は
、
そ

の
後
の
国
際
文
書
や
学
説
の
中
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ

て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
密
な
法
源
論
の
立
場
か
ら
は
、
確
固
た
る
実

定
国
際
法
上
の
権
利
と
し
て
未
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
先
住
民
の
権
利
（the rights of Indigenous Peoples
）」
を
め
ぐ

る
議
論
も
、
今
日
の
国
際
人
権
論
の
中
で
一
つ
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
先
住

民
問
題
は
国
連
に
お
い
て
も
活
発
に
論
議
さ
れ
て
き
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
の
総

会
決
議
（
四
五
／
一
六
四
）
に
お
い
て
一
九
九
三
年
が
「
世
界
の
先
住
民
年

(International Year of the W
orld's Indigenous People)

」
と
さ
れ
た
）
2
（

。

さ
ら
に
一
九
九
三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
人
権
会
議
の
勧
）
3
（

告
に
従
っ

て
、
同
年
の
総
会
決
議
四
八
／
一
六
三
で
は
一
九
九
四
年
一
二
月
一
〇
日
か
ら
始

ま
る
十
年
を
「
世
界
の
先
住
民
の
国
際
十
年
（International D

ecade of the 

W
orld's Indigenous People

）」
と
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
）
4
（

。
こ
の
結
果
、

一
九
九
三
年
以
降
、
国
連
人
権
委
員
会
や
人
権
小
委
員
会
の
場
で
同
権
利
に
関
す

る
論
議
が
な
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
国
連
総
会
の
場
で
「
先
住
民
の
権
利
に
関
す

る
宣
言(D
eclaration on the Rights of Indigenous Peoples)

」
が
採
択
さ

れ
た
。
同
宣
言
の
中
で
、
文
化
、
言
語
、
雇
用
、
健
康
、
教
育
を
は
じ
め
と
す
る

先
住
民
の
諸
権
利
が
確
認
さ
れ
た
）
5
（

。
し
か
し
、
こ
の
「
先
住
民
の
権
利
」
に
し
て

も
、
そ
の
権
利
の
存
在
自
体
が
確
認
さ
れ
た
段
階
に
す
ぎ
ず
、
環
境
権
と
同
様
に

生
成
途
上
の
権
利
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
環
境
権
や
先
住
民
の
権
利
は
、
近
年
国
内
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
活
発
に
論

議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
環
境
権
を
求
め
る
市
民

訴
訟
が
増
加
し
て
お
り
、
一
部
学
説
の
中
に
も
肯
定
説
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か

し
、
環
境
権
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
肯
定
し
た
判
例
は
存
在
せ
ず
、
他
の
新
し
い

人
権
と
同
様
に
な
お
生
成
途
上
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。他
方
で
、

先
住
民
の
権
利
に
関
し
て
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
二
風
谷
ダ
ム
事
件
に
対
す
る

一
九
九
七
年
三
月
の
札
幌
地
裁
判
決
に
お
い
て
北
海
道
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
先
住

民
族
性
が
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
同
年
五
月
に
は
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
も
制
定
さ
れ

た
。
し
か
し
、
一
口
に
先
住
民
の
権
利
と
い
っ
て
も
、
ア
イ
ヌ
の
そ
れ
は
せ
い
ぜ

い
文
化
的
側
面
に
止
ま
り
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

等
の
各
国
内
法
上
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
な
政
治
的
、
経
済
的
な
性
質
を
帯
び

た
権
利
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
）
6
（

。

　

こ
う
し
て
、
今
日
人
権
論
の
中
で
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
環
境
権

と
先
住
民
の
権
利
は
、
国
際
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
国
内
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
、
そ
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れ
ぞ
れ
の
活
発
な
論
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
未
成
熟
な
権
利
で
あ
る

こ
と
に
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
趨
勢
の
中
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
は
、
環
境
権
や
先
住
民
の
権
利
に
関
し
、
一
定
の
帰
結
を
見
出
す
こ
と
が
可
能

な
事
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
同
国
内
の
環
境
法
に
お
け
る
先
住
民
規
定

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
環
境
権
と
先
住
民
の
権
利
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
化
さ
せ

る
上
で
、一
つ
の
手
が
か
り
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
環
境
法
制
に
そ
う
し
た
先
住
民
規
定
を
導
入

さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
一
九
八
三
年
の
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
に
よ
る
「
モ
ト
ゥ
ヌ

イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
報
告
（W

ai 6
）」
と
そ
の
後
の
法
整
備
の
動
向
に
着
目
し
、

同
事
例
の
中
か
ら
環
境
権
と
先
住
民
の
権
利
に
関
す
る
一
考
察
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

二
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
事
件
の
概
要

　

モ
ト
ゥ
ヌ
イ
（M

otunui

）
と
ワ
イ
タ
ラ(W

aitara)

は
、
首
都
ウ
ェ
リ
ン
ト

ン
の
北
西
お
よ
そ
二
〇
〇
キ
ロ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
西
南
部
の
タ
ラ
ナ
キ

地
方
（Taranaki D
istrict

）
に
あ
る
小
さ
な
町
で
あ
る
。
ワ
イ
タ
ラ
の
中
心
に

は
ワ
イ
タ
ラ
川
が
流
れ
て
お
り
、
両
町
と
も
タ
ス
マ
ン
海
に
面
す
る
タ
ラ
ナ
キ
地

方
の
北
部
沿
岸
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
他

方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
有
数
の
肥
沃
な
平
野
が
広
が
る
タ
ラ
ナ
キ
地
方
は
、

一
八
四
〇
年
の
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
以
降
マ
オ
リ
と
パ
ケ
ハ
（Pakeha

）
7
（

）
に
よ
っ

て
土
地
を
め
ぐ
る
衝
突
が
激
化
し
、
一
八
六
〇
年
の
タ
ラ
ナ
キ
戦
争
の
結
果
、
多

く
の
土
地
が
パ
ケ
ハ
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
て
い
っ
た
）
8
（

。

　

し
か
し
、
パ
ケ
ハ
と
の
接
触
以
前
、
同
地
域
は
マ
オ
リ
諸
部
族
が
各
々
の
支
配

領
域
で
あ
る
ロ
ヘ
（rohe

）
の
中
で
、
部
族
の
管
轄
下
、
伝
統
的
な
生
活
を
営

ん
で
い
た
。
と
く
に
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
と
ワ
イ
タ
ラ
を
伝
統
的
に
自
部
族
の
ロ
ヘ
と

し
て
き
た
の
は
テ
・
ア
テ
ィ
ア
ワ
（Te Atiaw

a

）
で
あ
る
。
ア
テ
ィ
ア
ワ
の
人
々

は
、
彼
ら
の
ロ
ヘ
に
隣
接
し
た
北
タ
ラ
ナ
キ
湾
の
お
よ
そ
五
二
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
岩

礁
を
部
族
の
食
料
調
達
地
で
あ
る
マ
ヒ
ン
ガ
・
カ
イ
（m

ahinga kai

）
と
し
て

保
有
し
て
き
た
。
そ
し
て
、そ
の
漁
場
で
捕
れ
る
カ
イ
モ
ア
ナ
（kaim

oana

）
は
、

ア
テ
ィ
ア
ワ
に
と
っ
て
重
要
な
部
族
の
財
産
、
す
な
わ
ち
タ
オ
ン
ガ
（taonga

）

と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
伝
統
的
な
カ
イ
モ
ア
ナ
の
一
例
と
し
て
、
彼
ら
の
間

で
ク
ク
（Kuku

）
と
呼
ば
れ
る
ム
ラ
サ
キ
貝
の
一
種
を
は
じ
め
と
す
る
貝
類
、

ウ
ニ
、
タ
コ
、
カ
ニ
、
エ
ビ
、
海
藻
類
の
ほ
か
、
数
十
種
に
上
る
魚
類
が
挙
げ
ら

れ
、
そ
れ
ら
は
今
日
な
お
マ
オ
リ
の
人
々
に
食
さ
れ
て
い
る
）
9
（

。

　

他
方
で
カ
イ
モ
ア
ナ
は
、
ア
テ
ィ
ア
ワ
に
と
っ
て
食
料
と
し
て
の
重
要
性
ば
か

り
で
な
く
、
マ
オ
リ
の
伝
統
的
儀
礼
を
行
な
う
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
あ
り
、
同
時
に
文
化
的
な
意
味
で
の
価
値
も
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に

部
族
内
の
タ
ン
ギ
・
フ
ィ
（tangi/hui

）
と
、
第
二
に
部
族
外
の
訪
問
者
を
も

て
な
す
マ
ナ
ア
キ（m

anaaki

）の
伝
統
に
象
徴
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、タ
ン
ギ
・
フ
ィ

と
は
部
族
内
の
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的
な
集
会
で
あ
り
、
こ
の
儀
礼

を
行
な
う
上
で
、
カ
イ
モ
ア
ナ
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
他
方
、
マ
ナ
ア
キ
と
は

部
族
外
の
訪
問
者
に
対
し
て
敬
意
を
示
す
概
念
で
あ
り
、
マ
オ
リ
全
般
に
共
有
さ

れ
て
い
る
伝
統
的
価
値
観
で
あ
る
）
10
（

。
こ
う
し
て
、
ア
テ
ィ
ア
ワ
に
と
っ
て
の
カ
イ
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モ
ア
ナ
は
部
族
の
誇
り
と
威
厳
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、
単
に
食
料
と
し
て
の

価
値
ば
か
り
で
な
く
、
文
化
的
な
意
味
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
の
カ
イ
モ
ア
ナ
な
く
し
て
、
ア
テ
ィ
ア
ワ

の
人
々
は
マ
オ
リ
の
一
部
族
と
し
て
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

カ
イ
モ
ア
ナ
の
生
育
を
支
え
る
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
の
健
全
で
良
好
な
自
然

環
境
の
維
持
と
、
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
伝
統
的
慣
習
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
ア

テ
ィ
ア
ワ
に
と
っ
て
部
族
存
立
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
事
項
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
イ
モ
ア
ナ
の
生
育
を
担
う
当
該
地
域
の
水
資
源
と
岩
礁
は
ア

テ
ィ
ア
ワ
の
最
も
重
要
な
タ
オ
ン
ガ
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ

の
保
有
は
一
八
四
〇
年
の
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
第
二
条
で
明
示
的
に
保
障
さ
れ
て
い

る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
第
二
条
は
、
英

語
版
お
よ
び
マ
オ
リ
語
版
と
も
マ
オ
リ
諸
部
族
に
彼
ら
の
財
産
権
を
保
障
し
た
規

定
で
あ
る
。
そ
の
マ
オ
リ
語
版
で
は
、
保
障
さ
れ
る
財
産
と
し
て
タ
オ
ン
ガ
（
貴

重
と
思
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
）
の
他
に
土
地
、村
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

英
語
版
で
は
タ
オ
ン
ガ
と
し
て
土
地
、
家
屋
（Estates

）、
森
林
（Forests
）

に
加
え
て
、「
漁
業
権
益
（Fisheries

）」
が
明
確
に
例
示
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
に
至
る
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
体
の
諸
地
域

と
同
様
に
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
で
も
産
業
が
急
速
に
発
展
し
、
人
口
も
急
増

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
経
済
成
長
に
比
例
し
て
環
境
汚
染
も

拡
大
し
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
の
水
質
汚
濁
は
ア
テ
ィ
ア
ワ
の
伝
統
文
化
や

慣
習
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
地
区
に
お
い
て
急
増

し
た
生
活
廃
水
お
よ
び
、
と
り
わ
け
産
業
廃
水
に
対
し
、
行
政
と
産
業
界
に
よ
る

汚
水
浄
化
の
対
策
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
排
水
処
理
の
シ

ス
テ
ム
的
欠
陥
が
こ
の
請
求
事
件
を
生
み
出
す
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ワ
イ
タ
ラ
で
の
排
水
シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
に
よ
り
、
マ
オ
リ
を
中
心
と

し
た
地
元
住
民
の
不
満
が
高
揚
す
る
中
、
加
え
て
一
九
八
一
年
二
月
、
ワ
イ
タ
ラ

川
河
口
か
ら
北
東
に
わ
ず
か
一
キ
ロ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
の
地

で
新
た
な
海
洋
排
水
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

合
成
燃
料
会
社（Synthetic Fuels Corporation

）、通
称
シ
ン
ガ
ス（Syngas

）

が
、
同
地
に
独
自
の
海
洋
排
水
管
を
敷
設
し
て
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
の
海
に
工
場
廃
水
を

排
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
合
成
燃
料
工
場
か
ら
人
体

と
生
態
系
に
対
し
て
は
る
か
に
有
害
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
重
金
属
が
環
境
に
放

出
さ
れ
う
る
と
い
う
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
た
。
事
実
、
た
と
え
ば
従
前
の
シ
ン

ガ
ス
工
場
で
は
冷
却
塔
の
錆
び
止
め
と
し
て
ク
ロ
ム
酸
塩
（chrom

ate

）
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
の
工
場
に
も
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
）
12
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ワ
イ
タ
ラ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
環
境
汚
染
と
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ

で
の
新
計
画
に
、
マ
オ
リ
の
意
思
が
何
ら
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
ア

テ
ィ
ア
ワ
の
人
々
の
不
満
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
こ
う
し
て
、
廃
水
を
め
ぐ
る
ワ

イ
タ
ラ
と
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
に
お
け
る
行
政
と
産
業
界
の
不
充
分
な
対
応
は
、
ワ
イ
タ

ン
ギ
条
約
で
保
障
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
伝
統
的
権
利
の
侵
害
で
あ
る
と
し
、

一
九
八
一
年
六
月
二
日
、
同
地
区
に
お
け
る
ア
テ
ィ
ア
ワ
の
漁
業
権
に
対
す
る
保

障
を
求
め
て
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
へ
申
立
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
13
（

。
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三
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
報
告
の
要
旨

　

そ
も
そ
も
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
は
、
一
九
七
五
年
の
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
法

（Treaty of W
aitangi Act

）
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
「
司
法
的
機
関
」
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
役
割
は
、
マ

オ
リ
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
政
府
に
対
す
る
不
服
申
立
を
、
一
八
四
〇
年
に
イ
ギ

リ
ス
と
マ
オ
リ
諸
部
族
の
首
長
間
で
締
結
さ
れ
た
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
規
定
に
基

づ
い
て
今
日
の
状
況
下
で
解
釈
し
、政
府
に
勧
告
を
な
す
こ
と
で
あ
る
）
14
（

。し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
司
法
的
機
関
」
と
し
て
言
及
し
た
が
、
厳
密
な
意
味

で
の
法
の
裁
判
所
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
国
連
の
国
際
司
法
裁
判
所
（ICJ

）
の

よ
う
に
、
そ
の
権
限
は
条
約
の
原
則
的
な
解
釈
や
調
停
に
関
す
る
勧
告
を
な
す
に

止
ま
る
。
そ
の
意
味
で
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
の
勧
告
に
は
、
形
式
的
な
意
味
で

の
法
的
拘
束
力
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
慣
行
を
み
る

限
り
、
そ
の
勧
告
は
政
府
に
よ
っ
て
充
分
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
政
治

的
あ
る
い
は
道
義
的
拘
束
力
を
越
え
た
一
定
の
法
的
効
果
を
期
待
し
う
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
）
15
（

。こ
こ
で
取
り
上
げ
た
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
報
告（W

ai6

）

は
、
一
方
で
そ
う
し
た
一
連
の
審
判
所
諸
報
告
の
中
で
最
も
初
期
的
な
事
例
の
一

つ
で
あ
り
、
他
方
で
は
マ
オ
リ
請
求
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決
策
が
政
府
に
勧
告

さ
れ
た
最
初
の
主
要
報
告
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
）
16
（

。
同
請
求
に
対
す
る
証
言
聴

取
は
、
ワ
イ
タ
ラ
の
マ
ヌ
コ
リ
ヒ
・
マ
ラ
エ
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
最
終
的
に

一
九
八
三
年
三
月
一
七
日
に
報
告
書
が
完
成
さ
れ
た
。
そ
の
要
旨
を
ま
と
め
れ
ば

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①　

審
判
所
に
よ
る
事
実
認
定
（fi ndings

）

　

同
請
求
を
取
り
扱
っ
た
審
判
所
は
、
ア
テ
ィ
ア
ワ
、
ワ
イ
タ
ラ
行
政
当
局
、
関

係
企
業
、
政
府
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
証
言
、
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
、
お
よ

び
現
地
調
査
等
の
結
果
、
以
下
の
八
項
目
を
事
実
認
定
し
た
。

　

イ 　

こ
の
請
求
で
言
及
さ
れ
て
い
る
岩
礁
と
川
は
、
テ
・
ア
テ
ィ
ア
ワ
の
一
部

の
ハ
プ
ゥ
（hapu

）
の
重
要
な
伝
統
的
漁
場
を
構
成
し
て
い
る
）
17
（

。

　

ロ 　

そ
の
ハ
プ
ゥ
た
ち
は
、
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
当
該
岩
礁
と
そ
こ
に
生
息
す
る
海
洋
生
物
が
水
質
汚
濁

に
よ
っ
て
有
害
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
と
り
わ
け
ワ

イ
タ
ラ
川
の
河
口
付
近
の
汚
染
状
況
は
深
刻
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
汚
染

拡
大
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
）
18
（

。

　

ハ 　

モ
ト
ゥ
ヌ
イ
付
近
の
岩
礁
は
、
計
画
さ
れ
て
い
る
合
成
燃
料
工
場
の
海
洋

排
水
シ
ス
テ
ム
建
設
に
よ
っ
て
有
害
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
）
19
（

。

　

ニ 　

モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
地
区
の
さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
の
帰
結
と
し
て
、

当
該
河
川
と
岩
礁
の
さ
ら
な
る
汚
染
を
防
止
す
る
方
策
が
開
発
計
画
の
中

で
充
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
で
、
海
洋
漁
業
資
源
に
つ
い
て
規
定
す

る
現
行
法
な
ら
び
に
そ
の
資
源
を
管
理
、
開
発
す
る
た
め
の
現
行
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
お
い
て
も
、
マ
オ
リ
の
権
益
（interest

）
に
対
す
る
認
識
が
不
充

分
で
あ
る
）
20
（

。
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ホ 　

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
は
、
マ
オ
リ
が
彼
ら
の
漁
場
を
使
用
す
る
際
、
マ
オ
リ

を
保
護
し
、
同
時
に
開
発
に
付
随
す
る
悪
影
響
か
ら
マ
オ
リ
を
保
護
す
る
こ

と
を
政
府
の
責
務
と
し
て
い
る
、
と
解
さ
れ
る
）
21
（

。

　

ヘ 　

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
は
、漁
場
に
お
い
て
マ
オ
リ
の
権
益
が
優
先（priority

）

さ
れ
る
よ
う
保
障
す
る
こ
と
を
政
府
に
義
務
付
け
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
適
切
な
優
先
が
マ
オ
リ
に
対
し
て
確
保
さ
れ

て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
現
行
の
関
連
法
規
の
下
で
は
優
先
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
）
22
（

。

　

ト 　

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
は
、
マ
オ
リ
の
漁
場
に
対
し
法
的
認
可
（legislative 

recognition

）
を
与
え
る
こ
と
、
な
ら
び
に
最
も
関
係
の
深
い
ハ
プ
ゥ
に

管
理
権
（rights of control

）
を
付
与
す
る
こ
と
を
政
府
の
責
務
と
し
て

い
る
）
23
（

、
と
解
さ
れ
る
。

　

チ 　

こ
の
問
題
に
対
し
、
政
府
と
当
該
マ
オ
リ
た
ち
が
、
双
方
が
容
認
で
き
る

実
行
可
能
な
解
決
策(practical solutions)

を
模
索
す
る
た
め
に
、
条
約

の
文
言
の
厳
格
な
適
用
を
改
め
、
柔
軟
に
運
用
す
る
こ
と
を
協
議
し
同
意
し

た
こ
と
は
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
精
神
と
解
釈
に
な
ん
ら
相
反
す
る
も
の
で

は
な
い
。
ア
テ
ィ
ア
ワ
の
人
々
は
同
請
求
の
中
で
可
能
な
限
り
の
妥
協
を
容

認
し
て
お
り
、
審
判
所
の
勧
告
も
そ
う
し
た
マ
オ
リ
の
寛
容
な
精
神
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
る
）
24
（

。

②　

審
判
所
に
よ
る
勧
告
（recom

m
endations

）

　

以
上
の
八
項
目
に
集
約
さ
れ
る
事
実
認
定
を
受
け
て
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
は
、

次
の
五
点
を
実
行
可
能
な
現
実
的
解
決
策
と
し
て
、
政
府
機
関
に
対
し
勧
告
し

た
）
25
（

。

　

イ 　

政
府
は
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
に
お
け
る
海
洋
排
水
シ
ス
テ
ム
の
建
設
計
画
を
中
止

さ
せ
る
こ
と
）
26
（

。

　

ロ 　

当
面
の
対
応
と
し
て
、
政
府
は
ワ
イ
タ
ラ
市
の
海
洋
排
水
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
合
成
燃
料
工
場
か
ら
の
排
水
を
行
な
う
よ
う
、
ワ
イ
タ
ラ
市
議
会
と

仮
協
定
の
締
結
を
模
索
す
る
こ
と
）
27
（

。

　

ハ 　

当
該
地
域
の
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
お
よ
び
そ
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
し
た
中
間
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
政
府
は

地
域
計
画
調
整
特
別
対
策
本
部
を
創
設
す
る
こ
と
）
28
（

。

　

ニ 　

創
設
さ
れ
る
当
該
特
別
対
策
本
部
は
、
第
一
に
欠
陥
の
あ
る
ワ
イ
タ
ラ
市

の
海
洋
排
水
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
着
手
し
、
長
期
的
に
は
陸
上
廃
水
浄
化
設

備
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
）
29
（

。

　

ホ 　

マ
オ
リ
の
重
要
な
漁
場
の
確
保
（reservation

）
と
管
理(control)

の

た
め
の
立
法
、
お
よ
び
現
在
起
草
中
の
も
の
も
含
め
、
一
般
的
な
法
規
の
中

で
マ
オ
リ
の
漁
場
に
対
す
る
認
知
を
高
め
る
た
め
、
な
い
し
は
マ
オ
リ
の
漁

場
を
侵
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
開
発
計
画
の
監
査
（assessm

ent

）
と
管
理

（control

）
に
関
す
る
現
行
規
定
を
改
善
し
、
多
方
面
で
の
修
正
を
お
こ
な

う
た
め
に
、
各
省
庁
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
特
別
委
員
会
を
設
立
す
る
こ

と
）
30
（

。
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四 

、
審
判
所
報
告
の
成
果
と
環
境
法
制
に
対
す
る
マ
オ
リ

タ
ン
ガ
規
定
の
導
入

　

以
上
概
観
し
て
き
た
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
に
対
す
る
ワ
イ
タ
ン
ギ
審

判
所
の
勧
告
は
、
そ
の
後
に
続
く
政
府
の
対
応
の
中
で
充
分
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
同
請
求
の
最
重
要
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
の
新
海
洋
排
水

シ
ス
テ
ム
建
設
計
画
は
、
上
述
の
事
実
認
定
ハ
を
受
け
た
勧
告
イ
に
従
っ
て
中
止

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
で
の
新
た
な
汚
染
を
防
ぐ
べ
く
、
勧
告
ロ
の
よ

う
に
ワ
イ
タ
ラ
の
排
水
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
、
勧
告
ハ
お
よ

び
ニ
に
基
づ
き
、従
来
の
ワ
イ
タ
ラ
海
洋
排
水
施
設
は
そ
の
欠
陥
が
改
善
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
か
ら
の
新
た
な
廃
水
を
も
処
理
す
る
た
め
の
「
モ
ト
ゥ

ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
汚
水
浄
化
施
設
（M
otunui-W

aitara Sew
erage 

Treatm
ent Plant

）」
が
新
た
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た

浄
化
施
設
は
、
科
学
的
検
証
に
基
づ
き
、
従
来
の
も
の
よ
り
も
さ
ら
に
陸
か
ら
遠

く
離
れ
た
沖
合
に
排
水
す
る
た
め
の
長
距
離
排
水
管
を
備
え
て
い
る
）
31
（

。こ
の
結
果
、

ワ
イ
タ
ラ
川
河
口
付
近
の
水
質
汚
濁
と
、
懸
念
さ
れ
た
将
来
に
対
す
る
海
洋
汚
染

の
拡
大
は
、
飛
躍
的
に
解
消
さ
れ
た
）
32
（

。

　

こ
う
し
て
、
先
住
民
マ
オ
リ
の
観
点
か
ら
環
境
問
題
を
解
消
す
る
契
機
と
な
っ

た
同
勧
告
と
そ
の
積
極
的
な
成
果
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
各

地
で
高
揚
し
つ
つ
あ
っ
た
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
た
。
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
報
告
に
続
い
て
一
九
八
四

年
に
は
カ
イ
ト
ゥ
ナ
川
請
求
報
告
（Kaituna River Claim

 Report

： W
ai4

）

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
請
求
を
な
し
た
ナ
テ
ィ
・
ピ
キ
ア
オ
（N

gati Pikiao

）

の
人
々
は
、
彼
ら
の
マ
ヒ
ン
ガ
・
カ
イ
で
あ
り
、
同
時
に
部
族
の
伝
統
と
威
厳
が

織
り
込
ま
れ
た
ロ
ト
ル
ア
湖
の
汚
染
問
題
と
そ
の
対
策
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
カ

イ
ト
ゥ
ナ
川
へ
の
排
水
計
画
の
中
止
を
求
め
た
。
こ
こ
で
も
、
最
終
的
に
ワ
イ
タ

ン
ギ
審
判
所
の
勧
告
を
受
け
て
当
該
自
然
環
境
と
マ
オ
リ
の
伝
統
に
配
慮
し
た
新

た
な
排
水
計
画
が
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
）
33
（

。
さ
ら
に
、
一
九
八
五
年
の
マ
ヌ
カ
ウ

請
求
報
告
（M

anukau Claim
 Report: W

ai8

）
で
も
同
様
に
、
水
質
汚
濁
に

関
わ
る
環
境
問
題
が
争
点
と
な
っ
た
。
こ
の
請
求
も
近
隣
部
族
の
伝
統
を
象
徴
す

る
マ
ヌ
カ
ウ
湾
の
干
潟
が
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
国
際
空
港
の
た
め
の
干
拓
事
業
と
大

都
市
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
の
大
量
の
排
水
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
34
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
を
源
流
と
す
る
一
連
の
環
境
請

求
に
お
い
て
、
マ
オ
リ
た
ち
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
然
環
境
に
対
す
る
「
カ

イ
テ
ィ
ア
キ
（kaitiaki

）」
す
な
わ
ち
「
管
理
者
な
い
し
は
番
人
」
と
し
て
の
役

割
を
実
行
し
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
マ
オ
リ
請
求
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
も
、

た
と
え
ば
首
都
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
で
行
な
わ
れ
た
廃
水
の
浄
化
と
排
水
の
シ
ス
テ
ム

的
改
善
の
よ
う
に
、
各
地
で
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
が
高
揚
し
、
特
段
の
配
慮

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
も
マ
オ
リ
の
自
然
観
の
中
で
の
人
間
の
役

割
、
す
な
わ
ち
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
（kaitiakitanga

）
の
概
念
が
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
よ
う
）
35
（

。

　

さ
ら
に
、モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
報
告
に
お
い
て
先
述
の
事
実
認
定（
ニ
）
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か
ら
ト
を
受
け
た
勧
告
ホ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
該
地
域
に
限
ら
ず
国
内
全
般

に
対
す
る
長
期
的
視
野
で
の
勧
告
も
な
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
自
然
環
境
の

管
理
と
開
発
に
対
す
る
監
査
を
目
的
と
し
た
制
度
と
法
体
系
の
改
善
で
あ
る
。
こ

の
対
策
は
、
そ
の
後
に
続
い
た
カ
イ
ト
ゥ
ナ
川
請
求
お
よ
び
マ
ヌ
カ
ウ
請
求
を
受

け
て
政
府
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
。
そ
の
最
た
る
事
例
が
旧
「
土
壌
水
質
保
全
法

（the Soil and W
ater Conservation Act

）」
の
見
直
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

改
善
点
は
、
同
法
が
西
欧
的
な
「
単
一
文
化
的
（m

onocultural

）」
視
点
で
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
マ
オ
リ
の
自
然
観
に
関
す
る
規
定
の
欠
缺
が

確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
政
府
は
一
九
八
六
年
に
環
境
省
を
発
足
さ

せ
る
と
同
時
に
、
資
源
管
理
法
改
正
（RM

LR

：Resource M
anagem

ent 

Law
 Reform

）
に
着
手
し
た
。
実
際
に
、RM

LR
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
マ
オ

リ
は
そ
の
当
事
者
の
一
員
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
環
境
省
所
轄
の
マ
ル
フ
ェ
ヌ

ア
理
事
会
（M

aruw
henua D

irectorate

）
が
マ
オ
リ
と
の
協
議
を
繰
り
返
し
、

そ
の
つ
ど
マ
オ
リ
の
自
然
観
に
基
づ
く
専
門
的
知
識
を
環
境
省
に
提
供
し
た
の
で

あ
る
）
36
（

。

　

こ
の
結
果
、
一
九
九
一
年
に
全
四
三
三
条
に
お
よ
ぶ
「
資
源
管
理
法
（The 

Resource M
anagem

ent Act

）」
が
完
成
し
た
。
概
し
て
、
同
法
は
、
資
源
と

し
て
の
自
然
環
境
を
将
来
の
世
代
が
永
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
確
保
し
て
い
く

こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
前
世
代
と
現
世
代
を
育
ん
で
く

れ
た
自
然
を
、
次
世
代
の
た
め
に
失
う
こ
と
が
無
い
よ
う
管
理
し
世
話
を
し
て
い

く
と
い
っ
た
太
平
洋
島
嶼
民
特
有
の
自
然
観
と
保
有
の
概
念
が
織
り
込
ま
れ
て
い

る
）
37
（

。
そ
し
て
、
各
条
文
の
中
に
も
マ
オ
リ
の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
さ

に
西
欧
的
な
パ
ケ
ハ
と
、
太
平
洋
島
嶼
民
た
る
マ
オ
リ
と
の
双
方
の
視
点
か
ら
再

構
築
さ
れ
た
「
二
文
化
的
（bicultural

）」
な
法
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
マ
オ
リ
の
視
点
が
反
映
さ
れ
た
資
源
管
理
法
上
の
諸
規
定
の
中
で
、
こ
こ

で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
マ
オ
リ
の
自
然
観
カ
イ
テ
ア
キ
タ
ン
ガ
と
関
連
す

る
以
下
の
条
文
で
あ
る
）
38
（

。

第
二 

条
（
解
釈
）　
（
一
）
こ
の
法
律
に
お
い
て
別
段
の
言
及
の
な
い
限
り
、「
カ

イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
」
と
は
保
護
（guardianship

）
の
履
行
を
意
味
し
、

資
源
に
関
し
て
言
え
ば
そ
の
資
源
そ
の
も
の
の
性
質
に
基
づ
く
管
理

（stew
ardship

）
の
価
値
体
系
を
も
含
ん
で
い
る
。

第
六 

条
（
国
家
的
重
要
事
項
）　

自
然
お
よ
び
天
然
資
源
の
使
用
、
開
発
、
及
び

管
理
に
際
し
、
こ
の
法
に
従
っ
て
そ
の
職
務
と
権
限
を
履
行
す
る
す
べ
て
の

者
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
国
家
的
重
要

事
項
を
認
識
し
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⒠ 　

 （
タ
オ
ン
ガ
）　

マ
オ
リ
及
び
マ
オ
リ
の
文
化
と
、
各
々
の
先
祖
伝
来
の

土
地
、
水
、
空
間
、
墓
地
並
び
に
そ
の
他
の
タ
オ
ン
ガ
と
の
関
係

第
七 

条
（
そ
の
他
特
段
の
重
要
事
項
）　

自
然
お
よ
び
天
然
資
源
の
使
用
、
開
発
、

及
び
管
理
に
際
し
、
こ
の
法
に
従
っ
て
職
務
と
権
限
を
履
行
す
る
す
べ
て
の

者
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
点
に
特
段

の
配
慮
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⒜　

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ

第
八 

条
（
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
尊
重
）　

自
然
お
よ
び
天
然
資
源
の
使
用
、
開
発
、
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及
び
管
理
に
際
し
、
こ
の
法
に
従
っ
て
職
務
と
権
限
を
履
行
す
る
す
べ
て
の

者
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
英
語
版
お
よ
び
マ

オ
リ
語
版
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
双
方
の
掲
げ
る
原
則
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

こ
う
し
て
、
自
然
環
境
の
使
用
、
開
発
お
よ
び
管
理
を
行
な
う
当
事
者
は
、
第

六
条
の
規
定
に
よ
り
マ
オ
リ
の
文
化
と
タ
オ
ン
ガ
、
さ
ら
に
第
七
条
と
第
二
条
に

よ
っ
て
マ
オ
リ
の
自
然
観
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
マ
オ
リ
の
文
化
な
ら
び
に
自
然
観
尊
重
の
根

本
的
な
法
源
で
あ
る
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
へ
の
考
慮
が
、
前
条
の
規
定
を
補
完
す
る

よ
う
に
第
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
にRM

LR

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
一
九
九
一
年
の
資
源
管
理
法
か
ら
派
生
的

に
生
み
出
さ
れ
た
政
策
施
行
計
画
文
書
（Planning D

ocum
ents

）
で
は
、
各

地
方
に
お
け
る
行
政
と
現
地
マ
オ
リ
と
の
協
働
を
確
保
す
る
た
め
に
、
以
下
の
規

定
を
設
け
て
い
る
）
39
（

。

第
六 

一
条
（
二
）
ａ
ⅱ　

地
方
及
び
地
区
評
議
会
は
、
各
イ
ー
ウ
ィ
（iw

i

）
す

な
わ
ち
当
該
部
族
の
環
境
関
連
文
書
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七 

四
条
（
二
）
ｂ
ⅱ　

各
自
治
体
に
よ
る
環
境
計
画
策
定
に
お
い
て
、
そ
の
重

要
事
項
は
当
該
地
域
の
部
族
機
関
（iw

i authoritues

）
か
ら
承
認
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
て
、
同
資
源
管
理
に
関
す
る
実
体
法
規
定
の
中
で
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン

ガ
の
概
念
が
具
現
化
さ
れ
、
マ
オ
リ
が
彼
ら
の
伝
統
的
な
自
然
観
を
保
持
す
る
こ

と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
、
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
具
体
的

な
環
境
政
策
を
推
進
す
る
地
方
行
政
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
、
そ
の
手
続
法
上
各
地
の

マ
オ
リ
部
族
に
対
し
、
環
境
政
策
決
定
へ
の
参
画
が
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五 

、
お
わ
り
に―

帰
結
と
し
て
の
「
環
境
権
」
と
「
先
住

民
の
権
利
」

　

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
テ
・
ア
テ
ィ
ア
ワ
の
マ
オ
リ
た
ち
が
起

こ
し
た
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所

の
報
告
は
、
今
日
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
環
境
法
制
の
変
革
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
同
請
求
に
お
い
て
マ
オ
リ
の
観
点
か
ら
追
及
さ
れ
た

環
境
汚
染
解
消
の
果
実
は
、
単
に
彼
ら
の
先
住
民
と
し
て
の
伝
統
的
権
利
を
一
部

回
復
さ
せ
た
こ
と
に
止
ま
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
他
方
で
は
彼
ら
の
伝
統
的
な
自
然

観
が
、
西
欧
的
な
開
発
論
理
の
結
果
生
じ
た
現
代
の
環
境
問
題
の
中
で
再
認
識
さ

れ
、
重
要
視
さ
れ
る
足
が
か
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
三
年
に

完
成
し
た
同
請
求
報
告
に
お
け
る
マ
オ
リ
の
自
然
観
の
尊
重
は
、
同
様
の
水
に
関

す
る
環
境
問
題
を
扱
っ
た
一
九
八
四
年
の
カ
イ
ト
ゥ
ナ
川
請
求
、
一
九
八
五
年
の

マ
ヌ
カ
ウ
請
求
報
告
の
中
で
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
審

判
所
に
よ
っ
て
、
西
欧
的
自
然
観
に
基
づ
き
、
単
一
文
化
的
に
構
成
さ
れ
た
環
境

法
制
の
再
検
討
が
政
府
に
勧
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
政
府
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
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検
討
作
業
に
は
、
マ
オ
リ
タ
ン
ガ
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
、
一
九
九
一
年
の
資
源
管

理
法
下
で
は
マ
オ
リ
の
自
然
観
と
西
欧
的
自
然
観
の
双
方
の
視
点
が
織
り
込
ま
れ

た
二
文
化
的
環
境
法
制
が
成
立
し
た
。
こ
の
結
果
、
同
法
の
規
定
下
で
、
マ
オ
リ

は
環
境
分
野
に
お
い
て
一
八
四
〇
年
の
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
を
源
流
と
す
る
彼
ら
の

伝
統
的
権
利
を
再
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
今
日
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内
法
に
お
い
て
、
部
分
的
に
せ
よ
、

先
住
民
の
権
利
が
実
定
法
上
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
事
実
、
彼
ら
の
伝
統
的
文
化
と
地
縁
的
な
タ
オ
ン
ガ
の
保
障
は
「
資
源

管
理
法
」
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
。
先
の
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
を

は
じ
め
と
す
る
一
連
の
環
境
請
求
の
よ
う
に
、
政
府
機
関
や
産
業
界
が
マ
オ
リ
の

伝
統
に
配
慮
せ
ず
に
環
境
政
策
を
遂
行
す
れ
ば
、
そ
れ
は
条
約
義
務
の
不
履
行
と

な
り
、
結
果
と
し
て
法
的
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
保
障
さ
れ
た
「
先
住
民
の
権
利
」
と
は
、
彼
ら
の
伝
統
や
文
化
が
尊
重
さ

れ
、
維
持
さ
れ
て
い
く
権
利
で
あ
り
、
あ
る
い
は
後
に
移
住
し
て
き
た
者
た
ち
に

よ
っ
て
収
奪
さ
れ
た
財
産
を
返
還
さ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
補
償
を
請
求
す
る
権

利
と
な
る
。
一
方
、
概
し
て
今
日
ま
で
世
界
の
様
々
な
地
域
で
高
揚
し
て
い
る
先

住
民
の
権
利
と
は
、
国
内
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
れ
国
際
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
れ
、

こ
う
し
た
伝
統
文
化
の
保
存
や
回
復
、
あ
る
い
は
財
産
権
の
保
障
の
二
点
に
力
点

が
お
か
れ
、
そ
の
確
保
を
先
住
民
が
要
求
す
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か

ら
し
て
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
環
境
法
分
野
で
は
、
こ
の
二
側
面
が
す
で
に

確
保
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
む
し
ろ
本
稿
で
重
視
し
た
い
の
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
事

例
を
通
し
て
み
え
る
よ
う
に
、
単
に
先
住
民
文
化
の
尊
重
や
法
的
救
済
の
要
求
と

い
っ
た
意
味
で
の
消
極
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
先
住

民
の
視
点
か
ら
発
掘
さ
れ
た
よ
り
積
極
的
な
意
味
で
の
「
環
境
権
」
の
性
質
で
あ

る
。
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
下
で
、
マ
オ
リ
は
現
在
な
お
独
自
の
自
然
観
の
中
で
生

き
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。ポ
リ
ネ
シ
ア
人
を
祖
先
と
す
る
マ
オ
リ
た
ち
は
、

前
述
の
よ
う
に
太
平
洋
の
小
さ
な
島
々
で
の
脆
弱
な
環
境
の
中
、
子
孫
た
ち
が
滅

ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
自
然
を
管
理
・
保
護
す
る
価
値
観
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
社

会
規
範
意
識
を
継
承
し
て
き
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
自
然
と
の
調
和
の
中
で
生

き
、
自
然
環
境
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
世
話
を
す
る
の
が
人
間
、
す
な
わ
ち

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
実
行
が
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
と
な
る
。

つ
ま
り
、
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
と
し
て
、
雄
大
な
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
然
環
境

を
管
理
し
保
護
し
て
い
く
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
の
実
践
が
、
マ
オ
リ
に
保
障
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
然
と
人
間
の
調
和
の
中
で
生
き
る
カ
イ

テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
の
実
行
が
、
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
環
境
権
」
の
享
受
と
な

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
環
境
権
」
は
な
に
も
マ
オ
リ
に
限
定
さ
れ
た
権

利
に
止
ま
ら
な
い
。
現
に
マ
オ
リ
の
申
立
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
た

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
で
の
環
境
政
策
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
パ
ケ
ハ
も
含
め
た
す
べ
て

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
が
享
受
で
き
る
権
利
に
昇
華
さ
れ
て
い
く
可
能
性
を
内

在
し
て
い
る
。
今
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
環
境
先
進
国
と
し
て
最
先
端
を
行

く
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
マ
オ
リ
の
視
点
か
ら
提
案
さ
れ
、
国
家
の
環
境
政
策
の

形
成
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
の
「
環
境
権
」
の
存
在
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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最
後
に
、
マ
オ
リ
の
自
然
観
に
基
づ
く
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
の
実
践
と
し
て

の
「
環
境
権
」
は
、
今
日
の
地
球
環
境
法
お
よ
び
そ
の
政
策
を
考
察
す
る
上
で
普

遍
的
な
妥
当
性
を
獲
得
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う

の
も
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
現
在
の
地
球
環
境
分
野
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
「
持
続
可
能
な
開
発
（sustainable developm

ent

）」
で

あ
る
。
こ
の
「
概
念
」
は
、
国
連
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
諸
会
議
の
中
で
繰

り
返
し
言
及
さ
れ
、
広
い
支
持
を
集
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら

開
発
を
履
行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ば
マ
オ
リ
の
い
う
カ
イ
テ
ィ
ア
キ

タ
ン
ガ
の
実
践
と
強
く
共
鳴
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
七
二
年
の
国
連
人

間
環
境
宣
言
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
市
民
の
権
利
と
し
て
の
良
好
な
環
境
の
享
受
」

と
い
う
視
点
も
、
ま
さ
に
本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
に
基
づ

く
「
環
境
権
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
の
人
権
論
に
お
い
て
環
境
権

お
よ
び
先
住
民
の
権
利
に
関
す
る
論
考
は
、
国
際
法
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
各
国

国
内
法
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
一
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
依
然
と

し
て
実
効
的
な
権
利
と
し
て
の
帰
結
を
導
き
出
せ
ず
に
い
る
。
こ
の
混
沌
と
し
た

論
考
の
中
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
オ
リ
の
よ
う
な
、
よ
り
明
示
的
か
つ
積

極
的
な
意
味
で
の
「
先
住
民
の
権
利
」
と
「
環
境
権
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
、
普
遍

的
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
一
つ
事
例
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
で
本
稿
の
締
め
く
く
り

と
し
た
い
。（

た
ま
い　

の
ぼ
る
・
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
非
常
勤
講
師
）

〈
関
係
マ
オ
リ
語
用
語
解
説
〉

・ 

イ
ー
ウ
ィ
（iw
i

）：
部
族
を
指
す
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
テ
・
ア
テ
ィ
ア
ワ
は

一
つ
の
イ
ー
ウ
ィ
に
あ
た
る
。

・ 

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
（Kaitiaki

）：
自
然
と
の
調
和
の
中
で
の
人
間
、
す
わ
な
ち
自

然
環
境
の
保
護
者
、
管
理
者
、
世
話
人
。

・ 

カ
イ
テ
ィ
ア
キ
タ
ン
ガ
（Kaitiakitanga

）：
カ
イ
テ
ィ
ア
キ
の
役
割
、
す
な

わ
ち
保
護
、
管
理
、
世
話
。

・ 

カ
イ
モ
ア
ナ
（kaim

oana

）：
魚
介
類
、
甲
殻
類
、
軟
体
水
棲
動
物
等
の
海
産

物
、
い
わ
ゆ
る
シ
ー
フ
ー
ド
。

・
ク
ク
（kuku

）：
ム
ラ
サ
キ
貝
の
一
種
。

・ 

タ
オ
ン
ガ
（taonga

）：
マ
オ
リ
の
各
部
族
が
保
有
す
る
土
地
、
水
資
源
、
鉱

産
資
源
、
そ
の
他
伝
統
的
生
活
を
営
む
上
で
重
要
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
。

・ 

タ
ン
ギ
・
フ
ィ
（tangi/hui

）：
マ
オ
リ
の
伝
統
的
儀
式
の
総
称
で
あ
り
、
葬

儀
を
は
じ
め
と
し
た
冠
婚
葬
祭
、
そ
の
他
の
各
種
集
会
。

・
パ
ケ
ハ
（pakeha

）：
マ
オ
リ
人
以
外
の
人
種
。
伝
統
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
。

・ 

ハ
プ
ゥ
（hapu

）：
マ
オ
リ
部
族
（iw

i

）
の
中
で
さ
ら
に
枝
分
か
れ
し
た
グ
ル
ー

プ
。
準
部
族
。

・ 
フ
ァ
ナ
ウ
（W

hanau

）：
拡
大
家
族
集
団
。
一
般
的
に
は
、
い
く
つ
か
の
フ
ァ

ナ
ウ
が
集
ま
り
一
つ
の
ハ
プ
ゥ
が
形
成
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
ハ
プ
ゥ
の
集
ま
り

が
イ
ー
ウ
ィ
に
な
る
。

・ 

マ
ナ
ア
キ
（m

anaaki

）：
部
族
外
の
訪
問
者
に
対
す
る
敬
意
を
示
す
概
念
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
も
て
な
し
。
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・ 

マ
ヒ
ン
ガ
・
カ
イ
（m

ahinga kai

）：
陸
上
ば
か
り
で
な
く
、
川
、
湖
、
海

な
ど
も
含
め
た
食
料
調
達
地
。

・ 
マ
ラ
エ
（m

arae

）：
マ
オ
リ
の
諸
部
族
が
各
々
有
す
る
伝
統
的
集
会
所
。

・ 

ロ
ヘ
（rohe
）：
部
族
の
支
配
領
域
。
土
地
ば
か
り
で
な
く
川
、
海
な
ど
の
食

料
調
達
地
に
も
及
ぶ
。

・ 

マ
オ
リ
タ
ン
ガ
（M

aoritanga

）：
マ
オ
リ
の
世
界
観
、
マ
オ
リ
の
視
点
、
マ

オ
リ
の
価
値
観
。

　
＊ 

な
お
、
い
ず
れ
の
邦
語
訳
もRyan, P.M

., Te Papakupu Reo M
āori o Ēnei W

ā a Reed

（
同
書

を
邦
語
訳
す
れ
ば
『
リ
ー
ド
社
現
代
マ
オ
リ
語
辞
典
』）, Auckland: Read Books, 1995

を
参
考

に
し
た
。

註（1
） Yearbook of United Nations 1972 (vol.26), N

ew
 York: O

ffi  ce of Public Inform
ation, 

p.319.

（
2
） The General Assem

bly Official Record, Forty-fifth Session,18 D
ecem

ber 1990, 
pp.277-278.

（
3
） See: Report of the W

orld Conference on H
um
an Rights, Vienna, 14-25 June 1993 

(A/CO
N
F.157/24, part I), Chapter III.

（
4
） The General Assem

bly Official Record, Forty-eighth Session,21 D
ecem

ber 1993, 
pp.281-282.

（
5
） The General Assem

bly Official Record, Sixty-fi rst Session,13 Septem
ber 2007 (A/

RES/61/295), O
fficial D

ocum
ent System

 of the U
nited N

ations: https://
docum

ents.un.org/

（2017/05/15

）.

（
6
） 

な
お
、
ア
イ
ヌ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
の
権
利
に
関
す
る
比
較
研
究
と
し
て
、

拙
稿
英
語
論
文 

“Com
parative Thoughts on Indigenous Rights betw

een Japan, 
Australia and Canada,

” 

国
際
関
係
研
究
（
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
研
究
所
）、

第
二
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
年
十
月
）、
二
七
頁
〜
四
六
頁
。

（
7
） 

マ
オ
リ
語
の
パ
ケ
ハ
（Pakeha

）
は
、
一
般
的
に
は
マ
オ
リ
か
ら
み
た
マ
オ
リ
以
外
の
人
々

を
意
味
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
無
い
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
移
民
お
よ
び
そ

の
子
孫
た
ち
を
言
及
す
る
狭
義
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、
パ
ケ
ハ
を
含
め
、
以
下
本

文
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
マ
オ
リ
語
に
関
し
て
は
、
本
文
末
の
関
係
マ
オ
リ
語
用
語
解
説
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）  See: The Taranaki Report-Kaupapa Tuatahi (W

ai 143), W
ellington: W

aitangi 
Tribunal, June 1996, pp.107-135.

（
9
） Report of the W
aitangi Tribunal on the M

otunui-W
aitara Claim

 (W
ai 6), W

ellington: 
W
aitangi Tribunal, M

arch 1983, pp.7-8.

（
10
） Ibid., p.8.

（
11
） Te Tiriti o W

aitangi, paper distributed by the Project W
aitangi, W

ellington: P.O
. 

Box 825, and Te Triti o W
aitangi: te tikanga o na kupu, paper distributed by 

D
epartm

ent of Com
m
unications of the W

aitangi Tribunal

（
注
：Te Tiriti o 
W
aitangi

は
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
マ
オ
リ
語
表
記
。Te Tiriti o W

aitangi: te tikanga o na 
kupu

は
、「
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約―

文
言
の
解
釈
」
を
意
味
す
る
）. 

（
12
） Report of the W

aitangi Tribunal on the M
otunui-W

aitara claim
 (W
ai 6), op.cit., p.25.

（
13
）Ibid., p.65.

（
14
） Te Rōpū W

hakam
ana i te Tiriti o W

aitangi, paper distributed by the 
Com

m
unications M

anagem
ent O

ffice, W
aitangi Tribunal, W

ellington: W
aitangi 

Tribunal

（
注
、
マ
オ
リ
語Rōpū

は
組
織
や
機
関
を
意
味
し
、W

hakam
ana

は
権
限
や
権
威

を
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、Te Rōpū W

hakam
ana i te Tiriti o W

aitangi

は
、
直
訳
す
れ

ば
「
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
に
よ
っ
て
権
限
を
与
え
ら
れ
た
機
関
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は

ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
を
指
し
、
現
在
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
般
的
に
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判

所
の
マ
オ
リ
語
表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
）.

（
00
） 

●
な
お
、
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
が
提
出
さ
れ
た
一
九
八
一
年
当
時
は
、
一
九
七
五
年

の
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
法
に
よ
り
請
求
対
象
の
不
遡
及
適
用
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
で
勧
告
を
な
し
う
る
請
求
は
同
条
約
法
成
立
後
の
一
九
七
五
年
以
後
の
も

の
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
・
ワ
イ
タ
ラ
請
求
は
、

と
く
に
一
九
七
〇
年
代
末
に
深
刻
に
な
っ
た
ワ
イ
タ
ラ
河
口
周
辺
の
環
境
汚
染
と
、
一
九
八
〇

年
代
初
め
に
計
画
さ
れ
て
い
た
モ
ト
ゥ
ヌ
イ
の
合
成
燃
料
工
場
設
立
に
付
随
す
る
将
来
の
環
境

汚
染
へ
の
懸
念
が
焦
点
で
あ
っ
た
た
め
、
審
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い

は
な
い
。

（
00
） 

●
し
か
し
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
不
履
行
に
関
す
る
マ
オ
リ
訴
訟
の
大
半
は
、
一
八
六
〇
年
代

の
マ
オ
リ
戦
争
前
後
に
発
生
し
た
も
の
を
中
心
に
歴
史
的
な
事
件
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
戦
後
の
国
際
的
な
人
権
尊
重
の
潮
流
と
世
界
的
な
先
住
民
運
動
に
比
例
し
て
高
揚
し

て
き
た
マ
オ
リ
の
不
平
解
消
に
対
す
る
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

一
九
八
五
年
の
改
正
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
法
で
は
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
が
審
議
で
き
る
訴
訟
の
範

囲
を
条
約
締
結
の
一
八
四
〇
年
当
時
ま
で
遡
及
的
に
拡
大
し
た
。
こ
の
結
果
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
審

判
所
は
今
日
残
る
マ
オ
リ
訴
訟
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
権
限
を
有
し
、
二
〇
世

紀
末
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
請
求
は
大
小
あ
わ
せ
て
総
計
八
七
〇
を
超
え
た
（
“Waitangi 

Tribunal, Te Rōpū W
hakam

ana i te Tiriti o W
aitangi,25 Years of Service 

1975-2000,
” Mana, no.36, O

ctober-N
ovem

ber 2000, pp.38-43)

。

（
15
） 

ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
の
勧
告
に
関
す
る
一
つ
の
論
考
と
し
て
、
拙
稿
博
士
論
文
、「
平
和
的
生
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